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原は
ら
遺
跡　

秋
葉
区
程
島
・
中
村

　

原
遺
跡
は
、
新
津
丘
陵
西
面
の
台
地
状
の
緩
や
か
な
尾
根
に
立
地
す
る
、

縄
文
時
代
の
集
落
跡
と
推
定
さ
れ
る
遺
跡
で
あ
る
。
周
辺
の
標
高
は
一
五
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
推
定
範
囲
は
南
北
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
一
二
〇
メ
ー

ト
ル
と
広
い
。
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
遺
跡
で
、
明
治
二
十
九
（
一
八
九

六
）
年
に
は
石
器
時
代
の
遺
跡
と
し
て
『
東
京
人
類
学
雑
誌
』
に
報
告
さ
れ

て
い
る
。
発
掘
調
査
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
踏
査
さ

れ
、
遺
物
が
採
集
さ
れ
て
き
た
。

　

採
集
さ
れ
た
縄
文
土
器
は
、
竹
を
割
っ
た
よ
う
な
工
具
で
付
け
た
文
様
が
特

徴
的
な
中
期
前
葉
の
も
の
と
、
細
い
棒
の
よ
う
な
道
具
で
点
々
と
突
き
刺
し
た

よ
う
な
文
様
や
、
平
行
し
た
複
数
の
線
で
構
成
さ
れ
た
文
様
な
ど
に
代
表
さ
れ

る
後
期
前
葉
の
二
時
期
に
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
。
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
ほ
か
の
時
期
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
新
津
丘
陵
東
面
の
平
遺
跡
と

同
時
に
存
在
し
た
時
期
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　

石
器
で
は
石せ

き

鏃ぞ
く

が
五
〇
点
ほ
ど
と
多
く
、
長
さ
一
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大

形
の
尖せ

ん

頭と
う

器き

状
石
器
や
、
一
辺
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
三
脚
状
石
器
な
ど
、
市

図11　遺跡の位置
５万分１地形図「新津」

図12　原遺跡
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域
で
は
発
見
例
の
少
な
い
も
の
も
採
集
さ
れ
て
い
る
。
図
一
五
の
石
棒
は
長
さ
二
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
ほ
ぼ

完
全
な
形
の
も
の
で
あ
る
。
端
部
は
沈
線
で
四
段
に
区
画
さ
れ
、
花
弁
の
よ
う
な
三
角
文
様
が
二
段
施
さ
れ
て

お
り
、
縄
文
時
代
後
期
の
石
棒
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
顔
の
幅
が
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
土ど

偶ぐ
う

頭
部
片

（
図
一
六
）
が
あ
る
。
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
平
遺
跡
の
ハ
ー
ト
形
の
顔
と
比
べ
、
写
実
的
で
あ
る
。
大
き

な
集
落
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
希
少
な
遺
物
が
採
集
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。　

　

原
遺
跡
と
平
遺
跡
（
八
ペ
ー
ジ
）
と
は
直
線
で
約

三
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
。
顔
を
合
わ
す

こ
と
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
大
き
な
原
遺
跡
と
小

さ
な
平
遺
跡

に
暮
ら
し
た

人
々
は
、
ど

の
よ
う
な
ム

ラ
付
き
合
い

を
し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う

か
。

図13　採集土器

図14　採集石器図15　石棒

図16　土偶の頭部片


